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はじめに

豚サーコウイルス 型(以下、 )は豚サーコウイルス関連疾病(以下、 )の原因となるウ2 PCV2 PCVAD

イルスであり、 及び の二つの遺伝子型が存在することが知られている 。これまgenotype1 genotype2 )7

で、日本や北米には が存在し、ヨーロッパには が多く存在するとされてきた 。genotype2 genotype1 )6

しかし、カナダにおいては平成 年秋の 急増と時を同じくして から へ16 PCVAD genotype2 genotype1

の遺伝子型の変化が確認された 他、千葉県の事故率が上昇した農場において のウイルスgenotype1) )1 4

が分離されたことが報告されている 。)
3

この二つの遺伝子型間での病原性の違いについてはこれまで多くの議論がなされてきたが、

の浸潤が養豚場における事故率上昇の一因となることが示唆されている 。genotype1 )4

そこで今回、急激な事故率上昇を認めた管内 農場( )において、 の浸潤を疑い調査を2 A,B genotype1

行ったところ、県内で初めて の浸潤を確認したのでその概要について報告する。genotype1

発生概要

１ 発生農場概要

農場(母豚 頭 総飼養頭数 頭 一貫経営)では、平成 年 月頃から子豚が削痩し、死亡A 70 854 20 3

する例が多発しているとの連絡があり、平成 年 月 日に検診を実施した。検診時には農場内20 5 26

。 、 （ ）。に発育遅延豚が散見された そこで 削痩・下痢等を示す個体 頭の病性鑑定を実施した 写真2 1

末から子豚が削痩し一方、 農場(母豚350頭 総飼養頭数3974頭 一貫経営)では、平成 年 月B 19 10
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死亡する例が多発しているとの連絡があり、平成20年2月及び5月に検診を実施した。検診時には、A農場

と同様、発育遅延を呈する個体が散見された。2月の検診時には発育遅延を呈する個体1頭を、5月の検診

時には発育遅延に加えて神経症状並びに皮膚症状を呈する個体2頭の病性鑑定を実施した（写真２）。

写真１ Ａ農場における検診

（①：散発する発育遅延豚 ② ③：病性鑑定豚）,

写真２ Ｂ農場における検診

（Ａ： 検診時の様子及び病性鑑定豚 Ｂ： 検診時の様子及び病性鑑定豚）2/21 5/29

２ 病性鑑定結果

農場における発育遅延豚 頭の病性鑑定の結果、外貌所見では削痩・下痢・元気消失・発育不2 5

良等を呈していた。また、剖検所見では 頭に共通してリンパ節の腫大が認められた。一方、病理5

組織学的検査ではリンパ組織におけるリンパ球減数や封入体形成、間質性肺炎等が各個体で認めら

。 、 、 。 、れた さらに 免疫組織化学的染色により リンパ組織や腎臓で 抗原が検出された その他PCV2

発育遅延

2/21病性鑑定豚

発育遅延

5/26 病性鑑定豚１ 5/26 病性鑑定豚２

発育遅延

発育遅延

発育遅延・皮膚症状

5/29 病性鑑定豚２5/29 病性鑑定豚１

削痩・下痢 削痩・下痢

発育遅延・神経症状 発育遅延・皮膚症状

2月21日検診時 5月29日検診時

① ② ③

① ②
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検査により全頭で 特異遺伝子が検出された（表１ 。結果、全頭で に特徴的なPCR PCV2 PCVAD）

所見が認められたことから全頭を と診断した。PCVAD

表１ 病性鑑定結果１

その他の病性鑑定結果としては表２のような所見が認められた（表２ 。）

表 病性鑑定結果２2

農場
実施月日 2月21日
個体番号 No.1 No.2 No.1 No.1 No.2

気管支炎 重度化膿性脳脊髄炎 化膿性気管支肺炎
バランチ
ジウムに
よるカタ
ル性腸炎

細菌性皮膚炎 表層性細菌性皮膚炎

肝・脾・腎・肺・脳か
らStreptococcus suis2

型分離

肺からPasteurella
multocida分離

皮膚から
Staphylococcus aureus

分離

Ａ農場 Ｂ農場

5月26日 5月29日

腸内容から
ベロトキシ
ン産生性大

腸菌

皮膚からStaphylococcus chromogenes分離

病理学的
検査

化膿性気管支肺炎

細菌学的
検査

2月21日

No.1 No.2 No.1 No.1 No.2

削痩 削痩 削痩 神経症状 発育不良

下痢 下痢 元気消失 発育不良 痂皮形成

腹式呼吸 痂皮形成

リンパ節腫大 リンパ節腫大 リンパ節腫大 リンパ節腫大 リンパ節腫大

リンパ球減数 （＋） （＋） （＋） （±） （－）

封入体形成 （－） （－） （＋） （－） （－）
PCV2抗原検出
（免疫組織化学

的染色）
（＋） （＋） （＋） （±） （＋）

肺 間質性肺炎 （＋） （－） （＋） （＋） （＋）
非化膿性間質性

腎炎
（－） （＋） （－） （＋） （＋）

PCV2抗原検出
（〃）

ＮＴ ＮＴ ＮＴ （＋） （＋）

PCV2 （＋） （＋） （＋） （＋） （＋）

PRRS （－） （＋） （＋） （－） （＋）
ＰＣＲ検査

個体番号

外貌所見

剖検所見

病理学的
検査

リ
ン
パ
組
織

腎
臓

農場 Ａ農場 Ｂ農場

実施月日 5月26日 5月29日
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３ 事故率調査

農場における肥育豚の死亡頭数及2

び事故率の推移を調査した。 農場でA

は平成 年に平均 であった事故18 2.7%

率が平成 年 月から上昇し始め、20 3

最高で まで上昇した(図 )。15.6% 1

一方、 農場では、平成 年に平B 18

均 であった事故率が、平成 年4.5% 19

10 19.4%月から急激に上昇し、最高で

まで上昇した（図 。2）

病性鑑定の結果、 と診断さ図１ Ａ農場における死亡頭数と事故率の推移 PCVAD

れた個体が存在したことに加え、 農2

、場とも平成 年度の事故率上昇時は20

平成 年の平均事故率の 倍以上の18 2

事故率まで上昇していたことから、農

場内において が流行していたPCVAD

ものと判断した 。)
5

図 Ｂ農場における死亡頭数と事故率の推移2

遺伝子型判別PCV2

これまでに、 による事故率上昇と の遺伝子型との関連を示唆する報告 があることPCVAD PCV2 ) )1 4

から、次の材料を用いて 農場における事故率上昇と 遺伝子型との関係を調査した。2 PCV2

１ 材料と方法
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( ) 材料1

① 農場において平成 年 月に病性鑑定を実施した個体 頭の肺・肺門リンパ節の乳剤2 20 5 4

及び血清

② 農場において平成 年 月に病性鑑定を実施した個体の同居豚の血清A 20 5

③ 農場において平成 年及び平成 年に採材した保存血清2 18 20

( ) 方法2

臓器乳剤材料または血清材料より を抽出し、 で 領域を増幅した後ダイレクDNA PCR ORF

トシークエンスを行い遺伝子型を決定した。

２ 検査成績

A 18 6 genotype2A 20 2 5農場においては、平成 年 月の検体から が分離されたが、平成 年 月及び

月の検体からは が分離された。一方、 農場においては平成 年 月の検体からgenotype1 B 18 7

が分離されたが 平成 年 月の検体からは 農場と同様 が分離された 表genotype2E 20 5 A genotype1、 （

３ 。）

表 遺伝子型判別結果3 PCV2

農場における事故率上昇と、 遺伝子型との関係を調査したところ、 農場とも事故率上2 PCV2 2

、 、昇前である平成 年の検体からは の が検出されたが 事故率が上昇していた時期18 genotype2 PCV2

あるいは上昇後の時期には が検出された（図３ 図４ 。また、遺伝子系統樹解析の結果genotype1 , ）

18 genotype2 PCV2 20（図５ 、平成 年には の中でも違う遺伝子型に属する が検出されたが、平成）

年には 農場において、遺伝子系統樹上では同じ遺伝子型に属すると考えられる が検出され2 PCV2

た。

農 場 No. 採材年月日 材 料 用 途 日 齢 備　　考

1 H18.6.15 血 清 肥 育 150

2 H20.2.14 血 清 肥 育 150

3 H20.5.26
肺・肺 門

リンパ 節 乳 剤
肥 育 87・88 5/26 病 性 鑑 定 豚

4 H20.5.26 血 清 肥 育 90 5/26 病 性 鑑 定 豚 の 同 居 豚

5 H18.7.12 血 清 肥 育 150

6 H20.5.29 肺 乳 剤 肥 育 100・120 5/29 病 性 鑑 定 豚

7 H20.5.29 血 清 肥 育 〃 〃

遺 伝 子 型 判 別

Ａ農場

genotype 2A

genotype 1

genotype 1

genotype 1

Ｂ農場

genotype 2E

genotype 1

genotype 1
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図３ 農場における遺伝子型判別結果と 図４ 農場における遺伝子型判別結果とA B

死亡頭数・事故率の推移 死亡頭数・事故率の推移

図５ 遺伝子系統樹解析結果
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まとめ及び考察

今回の調査の結果、県内で初めて が確認された。それは 農場とも平成 年の事PCV2genotype1 2 20

故率上昇時、あるいは事故率上昇後の検体からであり、事故率上昇前の時期に当たる平成 年の検18

体からは のみが検出された。genotype2

genotype2 18 6 genotype1 20 5したがって が確認されていた平成 年 月頃から が確認された 平成 年

月頃までに が浸潤した可能性が高いものと考えられる。genotype1

これまでの報告の中で の浸潤が養豚場における事故率上昇の一因となることが示唆されgenotype1

ている ことから、調査を行った 農場の事故率上昇には の浸潤が関与した可能性が高い2 genotype1)4

と推察した。

当所では、 の対策として、密飼い防止や温度管理、適切なピッグフローの管理、適切なワPCVAD

クチン接種等の一般飼養衛生管理の重要性を再認識し、その一対策として“マデックの20原則”の実

践などを進めながら、一般飼養衛生管理の見直しと、管理の徹底を更に指導していきたい。
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